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⽣成 AI（※）は急速に社会へ普及し、教育機関でも広く利⽤されるようになりました。⽂章だけ

でなく画像・⾳声・動画の⽣成、検索エンジンや各種アプリへの組み込みなど、その態様は急速に複

雑化しています。これらが持つ有⽤かつ迅速な情報提供・作成能⼒は社会の発展に⼤きな期待が寄せ

られる⼀⽅、使い⽅を誤ると、教職員の業務や⽣徒の学び・成⻑に⽀障が⽣じたり、法令違反や紛争

に発展したりする可能性も否定できません。 

本学園においても、教職員や⽣徒による利⽤は今後ますます増えることが予想されます。不⽤意な

利⽤による悪影響を未然に防ぎ、安⼼・安全かつ主体的な利⽤に資するため、⽂部科学省「初等中等

教育段階における⽣成 AI の利活⽤に関するガイドライン（Ver.2.0）」の考え⽅を踏まえ、本ポリシ

ーを策定しました。 

（※）⽣成 AI（Generative AI） 
⼊⼒された指⽰（プロンプト）に応じて、⽂章・画像・⾳声・動画等を⾃動的に⽣成する AI（⼈

⼯知能）の総称。ChatGPT、Gemini、Claude 等の対話型サービスのほか、検索エンジンや各種ア

プリにも組み込まれており、意図せず利⽤している場合もあります。⼤量のデータから学習したパ

ターンをもとに「もっともらしい」出⼒を返す場合もあり、その内容が常に正確とは限りません。 

 

≪私たち（教職員及び⽣徒・保護者）のポリシー≫ 

1. ⼈間中⼼・主体的な利⽤ 
私たちは、⽣成 AI が学びと成⻑を⽀える道具（ツール）の⼀つであり、最終的に考え判断する

のは私たち⾃⾝であること（⼈間中⼼の原則）を認識し、⾃らの成⻑と教育の質の向上のために

主体的に利⽤します。 

2. 正確性の確認、責任 
私たちは、⽣成 AI が事実と異なる内容をもっともらしく⽰す場合があること（ハルシネーショ

ン）や、偏り（バイアス）を含み得ることを理解し、得られた情報の正確性を⾃ら確認・評価し

たうえで、その利⽤と⾃らの判断・⾏動に責任を持ちます。 



3. 個⼈情報・機密情報の保護 
私たちは、⽣成 AI に⼊⼒した情報が、サービス提供事業者により保存され、AI の学習に利⽤さ

れる場合があることを認識し、個⼈情報や⽣徒・保護者の情報、守秘義務のある業務情報を安易

に⼊⼒しません。利⽤にあたっては、各サービスのデータの取り扱い（学習利⽤の有無等）を確

認します。 

4. 公正な利⽤・権利の尊重 〔新設〕 
私たちは、⽣成 AI の出⼒が第三者の著作権その他の権利を侵害する場合があることに配慮する

とともに、⽣成物を⾃らの成果であるかのように偽らず、必要に応じて⽣成 AI を利⽤した旨を

明らかにします。また、他⼈になりすます、虚偽の情報を作り出す（ディープフェイク等）な

ど、⽣成 AI を不適切・有害な⽬的で利⽤しません。（⽣徒は、課題やテスト等の学習評価に関

わる場⾯における⽣成 AI の利⽤について、教員の指⽰に従います。） 

5. 啓発、共有 
教職員及び保護者は、⽣徒に対し、⽣成 AI が⼈間的成⻑を促すための道具（ツール）の⼀つで

あることを継続的に啓発・サポートし、⽣徒も⼗分にこれを理解します。 

6. 問題把握、対応 
学園は、教職員及び⽣徒・保護者その他関係者からの⽣成 AI の利⽤状況等に関する情報の把握

に努め、社会への普及や技術の進展に伴う諸問題に対して必要な措置を講じます。 

 

このポリシーは、技術や社会の変化、関係法令・国の指針（⽂部科学省ガイドライン等）の改訂を踏

まえ、必要に応じて適宜改訂します。 

 

以上 


